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安部公房国際シンポジウムに参加して
アメリカ1ニューヨークのコロンビア大学にて一
イ　　　　チョンヒ
李　　貞煕
　一　はじめに一いま、なぜ、安部公房なのか
　いまから3年前に亡くなった作家安部公房の多面的業績（たとえば、小説、戯曲、
評論、エッセー、写真、映画など）を改めて評価するシンポジウムが、今年（1996）
4月19臼から21日まで、ニューヨークのコロンビア大学において、日本文学の研究
家として著名なドナルド・キーンさん（同大学名誉教授）の呼び掛けで開催された。
日本人のひとりの作家について、このような催しが外国で開かれたのは大変珍しい
ことだと思う。これは恐らく、安部公房が国際的な作家であり、また、国際的に研
究するに値する現代作家であることの証明なのかもしれない。
　学術シンポジウムは三日間だけだったが、それと並行して、映画祭、展示会、演
劇からなる〈安部公房記念祭〉が3月24日から5月31日まで続いた。映画祭では、
映画《砂の女》《他人の顔》《おとし穴》《友達》の上映があった。展示会では、写真や
遺品の展示から初版本と自筆原稿の展示が5月31日まで行われた。それに安部公房
の思想や知識を視覚的な演劇を通して見せる催しも行われた。
　ここでは主に、三日間行われたシンポジウムのなかで、いろいろと話題に上った
ことを紹介することにするω。
　シンポジウムには日本をはじめ、アメリカ、フランス、ドイツ、スウェーデン、
ポーランド、チェコ、メキシコ、韓国などから、安部公房研究者や、あるいは翻訳
者たち、約40人が一堂に会した。冒本からは、安部公房の親しい友人であり、安部
演劇のスポンサーをつとめたよき理解者である詩人辻井喬さんと、評論家として、
安部公房没後、『新潮日本文学アルバム・安部公房』にエッセイ「『国際化』のパ
ラドックス」、を書いた佐伯彰一さん、さらに現在、ニューヨーク在住の作家河野多
恵子さんも参加した。
　この約二ヶ月間にわたる盛大な催しを眼の当たリにしてみると、あらためて、い
ま、なぜ、安部公房なのか、という疑間が湧いてくるのは当然であろう。
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　私の記憶にいまもありあリと浮かぷのは、安部公房に対して大江健三郎氏がノー
ベル文学賞受賞の知らせを聞いた直後に受けたインタビューで、安部公房さんがも
らってもよかったのに、たまたま、生き残っていた私が受賞したと述べていること
であるω。ある講演会でも氏は、現代の臼本文学には三つの潮流があると語ってい
たことが思い出される（3、。第一のラインは、谷崎潤一郎、川端康成、三島由紀夫ら
の作家群。第二のラインは安部公房、大岡昇平、大江健三郎らの作家群。そして第
三のラインは、村上春樹、吉本ばななといった作家群。この第二のラインこそ、世
界文学にあらたな可能性をひらいた独創力のある作家たちだと明言していた。この
言説は、いくつかの論点がふくまれていて、別に検討しなければならないのだが、
大江氏の指摘するように、安部公房の出現は確かに日本文学のなかだけではなく、
世界文学史上においても画期的な出来事であったと言えよう。高野斗志芙氏は真能
ねりさんとの対談のなかで、安部公房の文学を読むことは、21世紀の文明テキスト
　　　　　　　　　　　ωを読むことだと語っていることも、同じ評価の延長上にあるともいえる。安部公房
は21世紀が解決しなければならない問題をほとんど提出している。たとえば、国家
の間題、都市の問題、そして言語の問題などが21世紀の問題としても挙げられる。
おそらく21世紀は安部公房が提起した問題をどのように展開、深化するのか、その
ことが極めて重要な課題になってくるだろうと思われる。21世紀の文明テキストと
して、またはやがて21世紀を生きる都市住民にとって欠かすことのできないテキス
トとして、安部公房の作品を読むことが要請されるのではなかろうか。
　ニ　テーマ11安部公房の生涯と作晶
　シンポジウムは、ドナルド・キーンさんの開会の辞ではじまり、まず、安部公房
の］人娘であり、医師の真能ねリさんが「私の父の生涯と作品」という題で発表を
した。今まであまり知られていなかった事実、たとえば、100年程前に、安部公房
の祖父母は故郷の四国を捨て、ロープで丸木船を引いて北海遣の石狩川をさかのぽ
り旭川の草原にたどり着いた、という安部家のルーツなどについて公表したが、そ
の話は参加者たちの興味を引いた。そしてねりさんは「父公房の生前には何だか父
に反発して、父の本など一冊も読みませんでした。ところが、父が亡くなった後、
その反動もあって、手当たり次第に父の作品を読み出して見ると、だんだん面白く
なってきて、一気に公房文学の大ファンになってしまいました。」と告白して、み
んなをわかせた。ねりさんは安部公房の著作権の継承者としてギ安部公房の足跡を
たどる」という作業をも手がけており、安部公房の祖父が移民として渡った北海遭
の現地調査や、さらに公房の第二の故郷である旧満州の現地調査も、1994年2月に
されたとのことである。この旧満州の奉天（現在の潜陽）に行ったことは、同年4
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月131ヨ・1蝸のNHK教育テレビヂ安部公房が探し当てた1痔代」という題で放映
された。初期作品によく出てくる「壁」　「荒野」　「砂」のイメージは、公房の奉天
での体験にもとづくという、ねりさんの指摘は、私にある種のヒントを与えてくれ
たような感じがした。
　次の発表者は、前駐日チェコ大使夫人で元カレル大学教授V・ヴィンケルヘー
フェローバさんとコペハーゲン大学名誉教授オロフ・リディーンさんで、二人は安
部公房の思い出話を語った。V・ヴィンケルヘーフェローバさんは1956年に海外（チ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲エコ）で初めて安部公房の作掃『閥入者』を翻訳した学者として知られている。こ
の年は、安部公房が世界作家会議に出席するためチェコに行った年である。氏によ
れば、その翌年の！957年チェコは日本と外交関係を樹立したために、日本語がブー
ムとなリ、通訳やガイドをめざしてE1本語を勉強しようとする学生が増えたそうで
ある。その意味で公房のチェコ行きは象徴的でもあろう。
　また、ヴィンケルヘーフェローバさんは安部公房の作品はカフカ（プラハー．1身）
と似通ったところがあると指摘したが、それに加えてさらに、「カレル・チャペッ
クというチェコ作家がいますが、チャペックは、ロボットという言葉を作った作家
で、もう1920年代にロボット、それからたとえば、ファシズムや戦争を恐れて、あ
るいはそういうことについて小説と戯舶を書いた作家ですが、安部公房は白ら白分
はチャペックに近いと言いました。ということで、チェコでは若い人たちが安部公
房の作品を熱心に読んでいます。」と報告した。
　リディーンさんはヨーロッパの日本学会の会長を努めたことのある方で、生前安
部公房とはウマが合ったらしく、公房のデンマーク旅行に同行したほか、東京でも
公房とくつろいだ会話をする機会が何度もあったという。リディーンさんによる
と、安部公房はカフカをはじめガルシア・マルケスやエリアス・カネッティなどの
作家に興味を持っていたと指摘した。それを聞いたとき、私は「さすが」と、思っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹た。マルケスについては一安部公房もエッセイ「マルケスから何を読むか」で語った
ことはあるが、カネッティについては、実は私が昨年雑誌論文「安部公房『赤い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛7〕繭』論一＜おれ〉の〈ユダヤ性〉にみる実存的状況一」を書いた際に、結論として
はっきりとカネッティの影響を読みとることができたのと符合していて、私にとっ
ても印象深い発表であった。
　さらにリディーンさんは、安部公房の後期作品、たとえば㌘方舟さくら丸ゴ死に
急ぐ鯨たち』をあげながら、公房の抱く「国家」像についても言及した。安部公房
は国旗や国家で身を飾った近代国家こそ現代の大きな危険だと語った。「国境を超
え、国家主義の壁を打ち破る新しい国家主義に、安部公房は希望をつないでいまし
た。地球あるいは国家の価値観に焦一点を当てた求心的な文学が多い巾で、遠心的で
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国家を超越した新しい文学の持つ力を安部公房は発見したのではないでしょうか一
と指摘した、点は、スケールの大きい示唆に富む見解の披涯であった。
　三　テーマ21安部公房と作家の使命一病的世界との確執一
　このセクションではまず、ポーランドで『第四間氷期』をはじめ『砂の女3　『友
達ゴ密会3などを翻訳したミコワイ・メラノビッチ教授（ポーランド）が「病的
な文嚇土会に対する偉大なアレゴリー」という題で、主に作品『密会』を病的な文
明社会の寓話と捉えて、その分析をなさった。機械に囲まれている現代という時代
に、世界中で行なわれている「病院」という虐殺のメカニズムの出現、また性的志
向の強い社会の出現、それに個人と社会の組織の中では徐々に入間は組織によって
奴隷化されてしまう二と結論づけ、この作品を肉己破滅の恐ろしさを啓示する寓話
として捉えた。
　次に発表されたドイツのベルリン自由大学のトマス・シュネルベッヒャーさんは
［1筐物論者と唯物論者の幽霊たち一物語とユートピアにおける安部公房一」という
題で、安部公房の「誰にも見えないものを見るのが芸術家だ。それは幽霊とユート
ピアを見ることだ。」という言葉を紹介しながら論を展開した。そしてその「誰に
も見えないものを見る」という作家の姿勢が「失腺したものはいるのか」という公
房文学をつらぬくテー．マにもつながっていることを指摘した。私にとってもあらた
めて考えなければならないテーマの分析として示唆される点が多かった。
　その次は河野多恵子さんが「安部一三島のダイアローグ」という題で、1966年2
月「文芸』という雑誌に載った二人の対談「20世紀の文学」を紹介しながら、その
解釈ないしコメントという形で、安部・三島の「文学的友情」ということに話しを
進め、カフカとの差異についても言及した。「20世紀の文学」という対談で話題に
なったものは、現代文学におけるセックスの間題、言語の問題、他者の間題などで
ある。安部と三島は、作風の上でも、政治的立場についても、まるで対極に立つも
のの攻1．1く兇えながら、実はお互いに深く認め合っていたことは間違いない。安部と
三島を語るとき、佐伯さんは、次のようにその違いを指摘している。「安部・三島
ともに、出発期以来、ともに断固たるモダニストであり、最後までその姿勢は一貫
して変わらなかった。ただし安部流のモダニズムは、1920年代から30年代にかけて
のフランスのシュールレアリスムに影響源があり、それにリルケやカフカの文学思
想も加わったもので、こうした影響の軌跡は、晩年の実験的演麟、さらには遺作の
『カンガルー・ノート』にまで、はっきりと認められる。他方、三島流のモダニズ
ムは、やはりオスカー・ワイルドを介しての世紀末的な象微主義、またデカダンス
趣味であり、その影響の根跡は、彼の古典的モチーフ愛用から晩年のいわば壮大な
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹神秘趣味に至るまで一貫して変わらなかった」と。
　四　テーマ31安部公房の最後の数十率間一何処にも属さない未来を探して一
　まず、日本の共同通信社の文学担当記者小山鉄郎さんが「安部公房のアメリカに
対するイメージ」という題で、ユニークな発表をした。小山さんは安部公房の晩年
9年間のあいだに安部公房に5回ほどインタビューをしたことがあり、そのほかに
も何度か個人的に安部公房の話をうかがう機会があったためか、安部公房が最後に
考えていたことについて述べた。それが何かというと、アメリカについての評論で
あると指摘した上で、アメリカ文化について安部公房は「ジーンズやコーラとい
い、ハンバーガーやディズニーランドといい、アメリカ産は不思議なほどに世界に
はやり、たちまち流通する。これは何故だろう。」といった身近な疑問から始まっ
たと言う。それに引き続いて小山さんは、そのアメリカ文化の持つ強い伝染力が生
まれる理由を簡単に言えば、「親を持たない文化の力」と安部公房は考えていたと
いうことである。さらに氏の指摘によれば、生前安部公房は、アメリカ文化につい
て「アメリカの文化は伝統で形成されてきたものではなくて、親がいない文化だ。
言語のクレオール形成と似た文化だから、それだけに教育を媒介にしていない文化
だから、歴史は浅いけれど、伝染力は猛烈に強い。ジーンズとか、コーラなどとい
うものは伝統の経路を通らずに、日本の、モスクワの、そして北京の青年に、横広
がりで強力にぱっと広がる。文化というと独自文化と考えがちだけど、潜在的に本
当に広く機能しているのは普遍文化ではないだろうか」と語ったことがあったとい
う。伝統や国家や愛国心という考えとは、まったく異なる文化の可能性を秘めた人
間の根源的力にもとづいて「親は要らない」、あるいは「親は不必要」「親がいない
文化」を本質とするアメリカ文化を論じようとしたのだろうと小山さんは述べられ
た。つまり、縦の文化、すなわち親から子供へ、子供から孫へと教え伝えられてい
く伝統的文化、そういう伝統文化は人間の生き生きとした精神を拘束して、不自由
なものにしてしまう。そういう縦の文化ではなく、それとは違う、どこの国のどの
子供でも自らが自分の手で作リ出すことのできる普逓的な文化、つま1）、横に広が
っていく文化の重要性を安部公房は考え続けていたと語ってしめくくった。
　次はスタンフ才一ド大学院生で、現在京都大学に留学中のクリストファー・ボル
トンさんが「安部公房における科学的言語の詩趣」という題で、作品『第四間氷期』
を分析しながら発表をした。ボルトンさんは『第四間氷期』こそ、日本における本
格的な最初のSF小説であると主張した。安部公房が扱った科学的な語彙、文体、
概念などは、小説に論理的・合理的な雰囲気を与える一方で、それと同時に堅い合
理を否定する空想的な部分も小説のなかで共存していると述べた。この二つの領域
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の混合によって、安部公房は〈科学〉と＜空想〉の境をあやふやにするのだと指
摘した。
　五　テーマ孝：安部公房一劇作家宙演技者。革命的な演技一
　二日目の最初の発表は、駐日ポーランド大使で『友達』の翻訳者であるヘンリッ
ク・リプシッツさんがギ安部公房の『友達』と安部スタジオの思い出」という題で
話をした。リプシッツさんが安部公房と直接合ったのは、1974年から75年にかけて
約1年間日本に留学していた時だと言う。留学を終えてポーランドヘ帰ってからま
もなく、演劇の雑誌から、日本の現代演劇や現代戯曲をぜひ紹介してもらいたいと
いう依頼があリ、それを受けて安部公房に相談したら「『友達』がいいんじゃない
の」と言われて、『友達』を翻訳し、その雑誌に掲載したと述べた。『友達』がポー
ランドで上演された時、若い演出家からコメントや解説を求められたので、カフカ
のこととか、1968年ソ連軍の戦車がチェコに入って〈プラハの春〉をつぷしたとい
うことに安部公房が非常にショックを受け、音書いた『闘入者』という短編をあら
ためて、戯臨というかたちで、また書き直したのが『友達』ではないか、というよ
うな話をしたら、その若い演出家も、自分も演出をやっているうちに、ずっとそう
いうことを考えていたということも話してくれた。氏はまた、安部公房・三島由紀
夫・大江健三郎の三人を日本の現代作家の巨人として挙げ、彼らのテーマは政治的
な境界線を超えているということが共通点であると指摘した。とくに安部公房の文
学については、これから何度も日本国内や外国でも再発見されることになるだろう
と強調し、20世紀の世界の中で、欠かせない文学者、思想家、哲学者、モラリスト
の一人であると述べた。
　次にウィスコンシン大学の文学教授のナンシー・K・シールズさんが「安部スタ
ジオ観察一10年間の回顧録一」という題で発表した。シールズさんは、安部公房の
演劇について、常に動きのある演劇で、固定した瞬間は一つもなく、流動的なプロ
セスであるために、永遠に完成しない劇みたいなものだということを述べた。氏は
シンポジウムの直前、噸魚一安部公房の劇場』という世界初の安部公房演劇案内
　　　　㈹書を出した。類書としては、1973年刊行の『安部公房の劇場一七年の歩み遂がある
が、それが舞台写真、安部公房の演劇ノート、劇評、年譜、参考文献からなる再録
の集成であるのに対して、氏の見せてくれた案内書は、その第］章の「主題と技法」
という題目からわかるように、安部公房の創造的なものの見方に焦点が絞られたも
のであった。
　安部公房の演劇については、続けて調布市立図書館の安保大有さんと辻井喬さん
の発表があった。安保さんは『友達』が「時間をめぐる劇」であることを詳細にか
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つ具体的に示した。
　次に、ドナルド・キーンさんの「安部戯曲の翻訳」の発表があったが、戯菌の翻
訳の難しさ、つまり、文学作品としての翻訳と舞台上演を目的としての台本の翻訳
の難しさについて述べられた。「文学作品としての翻訳は、よく分からないところ
は注をつけて補助説明をすればいいけど、台本だったら、注をつけるわけにはいか
ないので、会話と動きだけで、完全なものになっていなければならないわけです。
そしてまた、しゃべりやすい言葉でなければな｝）ません。ただ、理解できるという
ことではだめで、口からスムーズに流れるというものにならなければなりません。」
と。氏はなお付足するかたちで、さらに難しかったのは日本のことわざの翻訳だっ
　　　　　　（10〕たと才旨摘した。
　穴　テーマ51安部スタジ才の演技法
三B間のシンポジウムで最も盛り上がったのは井川比佐志さんと、元安部スタジ
オの俳優たちが安部公房の演技理論を実演して見せた時だった。井川さんが『棒に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l1i）なった男』での「棒」という役作リの苦労ぶリを語った後、佐藤正文さんは、公房
が登場人物に気持ちを入れることを禁じた、という演技を披露した。まず背筋を伸
ばし、お尻をピンと張った大を、次に背を曲げお尻を垂らした犬を演じ分けて見せ
た。「役者たちはどちらにも気持ちを入れていませんが、どちらが強そうか、観客
はわかるのです。不思議に気持ちは後から伝わって未るものでしょう。」と言った。
また佐藤夫人佐藤映湖さんも、安部スタジオに入った日に安部公房から教えられた
という演技のエチュードを披露した。「『口きりの水を入れたコップがあるとして、
それを向こうまで運ぶ演技をやってごらん』といわれ、私（佐藤映湖）は慎重に慎
重に運びました。次に、『実際に口きりの水を入れたコップを運んでごらん』と言
われて、やってみると、実は非常に簡単に運ぶことができました。その時、『意味
の伝達人に成らないで下さいjと言われました」というエピソードを話してくれ
た。（その後、実演があった）
　七　テーマ61安部レンズー映画と写真一
安部公房文学と映像をめぐっては、フランスの研究者ジュリー・ブロックさんの
「安部公房、仮面の創始者一小説と映画における『他人の顔』一」という発表があ
った。この発表は本格的な作品論として、『他人の顔』の構造を分析し、読者白ら
が白分の素顔の下から浮き出してくるケロイドを発見し、それを正視できるように
なることが、この作品の存在理由であると述べた。
　この発表で私の注目を引いたのは、一つの仮説である。それは、『他人の顔』の
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映画の話であるが、顔に怪我をして顔を失った主人公は日本を象徴し、同じく作品
に登場する医者のほうはアメリカを象徴しているとした上で、主人公が怪我をして
いるということは、日本を傷つけてしまったということを象微している。それゆえ
に、傷つけた後で、日本に新しい顔（マスク）を提供して、日本を助けるという仮
説がそれである。『他人の顔』が発表されたのは、1960年代の初期のことだから、
そのような仮説から『他人の顔2を読むことも確かに出来るだろうと思われた。
　続いて「安部公房の『他人の顔』における勅使河原宏の変容」という題で、ピッ
ツバーグ大学のマクドナルド・ケイコさんの発表があった。その次はコネティカッ
ト大学名誉教授W・E・パーカーさんの『縮男』について、スライドの資料を用い
て、光とレンズが生み出した「箱のなかの男」の起源を探るというユニークな発表
があった。主に、写真についての考察であった。写真というのは、どのような写真
かといえば、『箱男』は、24の章と8枚の写真からなっていて、その写真にはそれ
ぞれキャプションが付いている。多くの論者たちと同じように、パーカーさんは、
写真の意味とそのキャプションの意味に焦、点を当てていた。
　パー力一さんの発表が終わったあと、ねりさんが写真のことについて、いままで
聞いたことのない話をしてくれた。「『箱男』が全部できた後で、あま‘）にも小説
が短いもので、ぺ一ジを増やすために、それらの写真はあとで添えたものです。そ
してその体裁を調えるために、後でキャプションを入れたということです。」とい
う話には、みんな大笑いした。実はこの写真は、作品の内容とは無関係なものであ
る。しかし、私は、後で写真をつけ加えたとしても、それは重要な意味があると思
っている。安部公房は、何か遺加したかったのではないか。おそらく安部公房は熟
慮のすえに写真をつけ加えることで、小説の＜読み〉に新しい角度を与えたのであ
って、そのことは、作品がつねに進化しているということを表わしているような気
がする。そこに安部公房のウィットが読争取れるのではなかろうか。
　八　テーマ7：安部公房の政治哲学
　まず、辻井喬さんは、「戦前のファシズムと戦後の親米主義に対する安部の批判」
という発表内容を、戦後の時代的推移と公房のかかわリを手際よく分析したあと、
とくにイデオロギー崩壊後のいわゆるポストモダンの現在こそ、安部公房文学は読
み直されるべきであると主張した。そしてそのなかで、安部公房の中心テーマを大
きく二つ挙げられたが、その一つは、文化のクレオール性という間題であり、もう
一つは、人間と共同体との関係性であると指摘した。この二つのテーマは、人間に
とって永遠のテーマかもしれないが、この二つのテーマについて、安部公房の文学
ほど多くの示唆を与えてくれる文学はないと強調した。
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　安部公房における政治性にっいては、佐伯彰一さんも「安部公房の政治学一安部
の基本的な政治的態度の探求一」という題で、安部公房とコミュニズムとのかかわ
りに注目して発表された。佐伯さんの見解は、もともと純政治的というよりも、シ
ュールレアリスムこそ導きの糸であって、1956年の東欧旅行による始めての共産圏
体験が、かえってコミュニズム離れのきっかけともなっているのではないかと述べ
た。その意味で安部公房っ『東欧を行く・ハンガリア問題の背景』は、いかにも紋
切型の左翼的な言説と、その一方で、チェコの自由化の現実、さらには安部公房の
帰国後間もなく起こったハンガリー動乱の衝撃に激しく揺さぷられた、その反応と
が、奇妙に入り交じって、いま読み返しても、暮、苦しいほどの生々しさがあると語っ
た。さらに、五956年がフルシチョフのスターリン批判演説の年という興味深い偶然
もからんで、この時の安部公房の観察や体験の意味含いは、今から振り返ると、二
重、三重の重さを加えて追ってくるのが感じとれるとも言い、このような体験から、
安部公房のまことに珍しい歴史小説『榎本武揚』（1965年）が生まれたと指摘した。
旧帯臣のオランダ留学生だった榎本における「ロイヤリティ」、すなわち政治的変
節という主題に、安部公房はほとんど親身な共感を寄せながら、事細かにその足跡
を辿らずにはいられなかったと分析した。その発表後、「『榎本武揚』は父の自伝
だったと思います」と、ねりさんが一言つけ加えた。
　九　まとめ一世界各国で安部公房を読むこピ学ぶこと
　最後の臼の最後のセクションでは、主に現場で安部公房を教えている方々の経験
談で会場は盛り上がった。ここで話題になったことのうち、次の2点について述べ
たい。その一つは、チェコのV・ヴィンケルヘーフェローバさんの話である。「安
部公房のようなブルジョア文学を教えたということで、1970年代、私はチェコから
追放されてしまいました。でも公的には別なプログラムを提出し、その実は密かに
安部公房の文学を教えていました。チェコ人は大変ユーモア好きなので、文法のテ
キストとしてガ友達3を使いました。学生たちが、ほかのテキストに変えないで下
さい、と言いに来たこともありました。『友達』には教材以上のものがあつまし
た。全体主義に対する否定的なものを教えてくれたし、とても深い倫理的なものも
教えられました。安部公房文学に元気づけられました。」という話が印象深いもの
であった。
　もう］つは、シアトルのワシントン大学のJ－W・トリート教授の話である。『砂
の女』を教えるために映画の『砂の女』を学生に見せたところ、女性に対するレイ
プを奨励している先生がいると女学生から学長に訴えられた、という一面白いエピソ
ードを紹介しながら、今、安部公房の文学について教えることの、ある難しさを述
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べた。ト1トト教授は、15年間教えていて、全く新しい問題が出てきたのは小説を
文字通り読んでしまうからであると指摘した。しかしこれは、小説を文字通りに読
んで生じたものではないと私は思う。いくら文字通り読んでも、そのような結論は
出ないからだ。これはあくまでも、文化の差異からくる間題ではなかろう。アメリ
カの若い学生たちの告発はむしろ日本の文化、風土を理解できなかったことから発
生しがちな意図的な読みではないか。これについて、小山鉄郎氏も小説を文字通り
　　　　　　　　　　　　　　　　（13〕読むことから生じる間題だったと同意したが、小説を文字通り読むという作業は、
読者の能動的営為として、よりテキストを忠実に読むことであろう。それは言語＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ω記号の分析を通して見えないものを見るという作業でもあろう。安部公房の作品は
部分的に読むならば、個々の場面はいかにも奇怪、異様、奇想天外と思われる。そ
れを突き抜けるためにも、その難解さを超えて個々の場面が起こす波動によって流
線形のごとく変貌していくプロセスを、読者の側からあらためて再構成するという
能動的な読みが必要であると思われる。この能動的営為の必要条件としては、繰り
返して言うことになるが、よりテキストを忠実に読むことしかないだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　注
以下の報告は同シンポジウムの各氏の発表を録音したものをまとめ原稿化した
ものである。以下の報告に挙げさせてもらった研究者、評論家、作家の方々に
は聞き違いによる誤解があるかもしれないが、浅学の学徒の報告に免じてあら
かじめご容赦をお願いしたい。
『朝日新剛1994．10．14
「世界文学は日本文学たりうるか」（『群像』1995．1）大江健三郎氏がノーベル
文学賞に決ったあと、日本研究京都会議で講演をおこなったが、その内容が「世
界文学は日本文学たりうるか」と題されて、僻像』におさめられている。
『安部公房と旭川一安部公房匝1想展資料一』安部公房回想展実行委員会、
1996．1。これは1996年1月23日から1月28日までに旭川申央図書館で開催され
た「安部公房回想展」の資料として、郷土誌『あさひかわ』に掲載されたもの
を実行委員会が編集して作成したものである。
以下に挙げる翻訳に関しては、資料として付け加えた〈安部公房作品の翻訳リ
スト〉を参照。
『すばる』1983．5
拙稿『稿本近代文学』第20集、1995．11
佐伯彰一「ニューヨークの安部公房」（『新軌1996．7）302頁
Na㏄y　Shie1ds，肋加凧か丁加nθα伽γぴKoろo〃θ（New　York：Wea一
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　　tuerhiH，ユ996）
10たとえば、「猫にこばん∫猫のひたい」などである。このようなことわざの翻
　　訳の難しさは、私も翻訳したことがあるのでよく納得でさる話である。これを
　　韓国語で翻訳する場合も難しい。なぜなら、「猫にこばん」のと’きの「猫」に
　　たとえるのが、韓国ではダ豚」であり、「猫のひたい」の場合は、「猫」にたと
　　えるのは「掌」なのだからである。
u　佐藤正文氏は元安部スタジオの俳優であったが、安部公房の没後、生前の家を
　　「ABE　HOUSE」と変えて、管理している。公房の演劇の復活のために現在も
　　俳優として活躍されている方である。
121957年2月に講談社から刊行
13小山鉄郎「政治的境界こえる安部文学一安部公房シンポジウムに参加して一
　　（下）」（『週刊読書人』1996．5．31）
14文字通りに読むということについて、荒木正純氏は「読みのレトリックー〈比
　　楡的読み〉から〈文字通りの読み〉へ一」という論文のなかで次のように述
　　べている。「＜文宇通り〉の読みによって〈狂気〉が露呈されるデイスコース
　　がある。そうしたディスコースは常に＜理性〉もしくは〈論理〉が〈比楡〉の
　　コードで読むよう〈読み手〉に要請してきた。（略）〈文字通り〉に読まない癖
　　を〈読み手〉に仕付けたのは、それが何かの〈制度〉を解体に導く可能性をも
　　つからである。（賂）われわれは〈比楡的読み〉の制度性を自覚し、徹底的に
　　〈文字通り〉の読みのレトリックを実践し〈制度〉の〈狂気〉を明らかにして
　　いく必要がある」（林四郎編『応用言語学講座一第6巻ことばの林』明治書院、
　　1986）
　　　　　　　　　　　　　　　　参考資料
飯村昭子「リアルだからこそシュールリアリズムー安部公房研究家・真能ねりさん
　との対話一」（『OCSNEWS・ニューヨーク情報誌』NO．527．1996．5．10）
真能ねり「安部公房記念祭inNYを終えて（上）」（『譲責新聞（夕刊）』1996．5．16）
真能ねり「安部公房記念祭inNYを終えて（下）」（『讃責新聞（夕刊）』1996．5，17）
小山欽郎「政治的境界こえる安部文学干安部公房シンポジウムに参加して一（上）」
　（『週刊読書人』1996，5．24）
小山鉄郎「政治的境界こえる安部文学†安部公房シンポジウムに参加して一（下）」
　（『週刊読書人』1996．5．31）
佐伯彰一「ニューヨークの安部公房」（『新潮』第93巻第7号、1996．7）
加賀乙彦／柳田邦男「新・世界文学の時代がやってきた」（『現代』1996．7）
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